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第
二
の
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八

送
出
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
福
祉
の
増
進
等

^

有
期
雇
用
送
出
労
働
者
の
期
間
を
定
め
な
い
で

雇
用
さ
れ
る
労
働
者
へ
の
転
換
の
推
進

送
出
事
業
主
は
、
読
替
え
後
の
労
働
者
派
遣
法

第
三
十
条
（
第
二
号
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
る
措

置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
措
置
の
対
象

と
な
る
送
出
労
働
者
に
対
し
、
労
働
契
約
の
締
結

及
び
更
新
、
賃
金
の
支
払
等
の
機
会
を
利
用
し
、

又
は
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

同
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
期
間
を
定
め

な
い
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
へ
の
転
換
を
推
進
す

る
た
め
の
措
置
の
送
出
労
働
者
の
希
望
を
把
握
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

_

受
入
事
業
主
の
労
働
者
と
の
均
衡
に
配
慮
し
た

取
扱
い

イ

送
出
事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
送
出
労
働

者
の
賃
金
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
読
替
え
後

の
労
働
者
派
遣
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
当
該
送
出
労
働
者
の
従
事
す
る

建
設
業
務
と
同
種
の
建
設
業
務
に
従
事
す
る
受

入
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
賃
金
水
準

と
の
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
該
送
出
労
働
者

の
従
事
す
る
建
設
業
務
と
同
種
の
建
設
業
務
に

従
事
す
る
一
般
の
労
働
者
の
賃
金
水
準
又
は
当

該
送
出
労
働
者
の
職
務
の
内
容
、
能
力
若
し
く

は
経
験
等
を
勘
案
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
送
出
事
業
主
は
、
送
出
労
働
者
の
職
務
の

成
果
、
意
欲
等
を
適
切
に
把
握
し
、
当
該
職
務

の
成
果
等
に
応
じ
た
適
切
な
賃
金
を
決
定
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

ロ

送
出
労
働
者
の
従
事
す
る
建
設
業
務
と
同
種

の
建
設
業
務
に
従
事
す
る
受
入
事
業
主
に
雇
用

さ
れ
る
労
働
者
の
賃
金
水
準
と
の
均
衡
を
考
慮

し
た
結
果
の
み
を
も
っ
て
、
当
該
送
出
労
働
者

の
賃
金
を
従
前
よ
り
引
き
下
げ
る
よ
う
な
取
扱

い
は
、
読
替
え
後
の
労
働
者
派
遣
法
第
三
十
条

の
二
第
一
項
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
対
応
と
は
い

え
な
い
こ
と
。

ハ

送
出
事
業
主
は
、
読
替
え
後
の
労
働
者
派
遣

法
第
三
十
条
の
二
第
二
項
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

建
設
業
務
労
働
者
の
就
業
機
会
確
保
に
係
る
建

設
業
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
上
で
有
用
な
物
品

の
貸
与
や
教
育
訓
練
の
実
施
等
を
始
め
と
す
る

送
出
労
働
者
の
福
利
厚
生
等
の
措
置
に
つ
い

て
、
当
該
送
出
労
働
者
の
従
事
す
る
建
設
業
務

と
同
種
の
建
設
業
務
に
従
事
す
る
受
入
事
業
主

に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
福
利
厚
生
等
の
実
状

を
把
握
し
、
当
該
受
入
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る

労
働
者
と
の
均
衡
に
配
慮
し
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

`

送
出
労
働
者
の
適
性
、
能
力
、
経
験
、
希
望
等

に
適
合
す
る
就
業
機
会
の
確
保
等

送
出
事
業
主
は
、
送
出
労
働
者
に
つ
い
て
、
当

該
送
出
労
働
者
の
適
性
、
能
力
、
経
験
等
を
勘
案

し
て
、
最
も
適
合
し
た
就
業
の
機
会
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
就
業
す
る
期
間
及
び
日
、
就
業
時

間
、
就
業
場
所
、
受
入
事
業
主
に
お
け
る
就
業
環

境
等
に
つ
い
て
当
該
送
出
労
働
者
の
希
望
と
適
合

す
る
よ
う
な
就
業
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
送
出
労
働
者
は

そ
の
有
す
る
知
識
、
技
術
、
経
験
等
を
活
か
し
て

就
業
機
会
を
得
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
送
出
事
業

主
は
、
就
業
機
会
と
密
接
に
関
連
す
る
教
育
訓
練

の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。

第
二
の
十
の
^

の
ハ
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十

五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
十
の
`

中「（
平
成
十
五
年
法

律
第
五
十
七
号
）」を
削
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る

よ
う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左

記
冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
4年
８
月
1
6日

2
0
0
2年

1
1月
７
日

Ｔ
Ｇ
2
8
5
9
1
6
5

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
三
十
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

高
山
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
二

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
二
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

山
口
県
下
関
市
豊
田
町
大
字
高
山

字
丸
田

三
三
五
番
二

一
号
及
び
二
号

字
森
祐

三
九
一
番
地
先
河
川
敷

三
号

字
節
杭

一
七
六
番
一

四
号

二
七
三
番
一

十
一
号
及
び
十

二
号

字
小
岩

一
五
二
番
一

五
号
及
び
六
号

一
五
〇
番
一

七
号

一
四
七
番

八
号

字
長
浴

一
三
八
番
一

九
号

一
三
八
番
一
地
先
河
川
敷

十
号

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
一
号

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な

運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
四
十
七
条
の
三
の

規
定
に
基
づ
き
、
送
出
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す

る
指
針
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
十

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一

趣
旨

こ
の
指
針
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
建
設
労
働
法
」
と
い
う
。）第
四
十

四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
労
働
者

派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の

保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
読
替
え
後
の
労
働
者

派
遣
法
」
と
い
う
。）第
二
十
四
条
の
三
並
び
に
第
三
章

第
一
節
及
び
第
二
節
の
規
定
に
よ
り
送
出
事
業
主
が
講

ず
べ
き
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施

を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
読
替
え
後
の
労
働
者
派
遣
法
第
二
十
四
条
の

三
の
規
定
に
よ
り
送
出
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関

す
る
必
要
な
事
項
と
併
せ
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
送
出
事
業
主
が
個
人
情
報
を
適
正
に
取

り
扱
う
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
も
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
二
号

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な

運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
四
十
七
条
の
三
の

規
定
に
基
づ
き
、
受
入
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す

る
指
針
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
十

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
一
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及

び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

を
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣

労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
二
の
九
の
^

中
「
ま
た
、
受
入
事
業
主
は
」
の
下
に

「
、
読
替
え
後
の
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
」
を
加
え
、「
応
じ
、
送
出
労
働
者
」
を
「
応

じ
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
送
出
労
働
者
が

従
事
す
る
建
設
業
務
」
に
、「
福
利
厚
生
等
」
を
「
賃
金
水

準
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
等
」
に
、「
提
供
す
る
等
の
」

を
「
提
供
す
る
と
と
も
に
、
送
出
事
業
主
が
当
該
送
出
労

働
者
の
職
務
の
成
果
等
に
応
じ
た
適
切
な
賃
金
を
決
定
で

き
る
よ
う
、
送
出
事
業
主
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
当
該
送

出
労
働
者
の
職
務
の
評
価
等
に
」
に
改
め
、同
十
四
中「
建

設
労
働
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
十
五
の
^

中
「
建
設
労
働
法
第
四

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
」を
削
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
魚
沼
市
宇
津
野
字
中

ノ
又
澤
八
五
三
の
一
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
新
潟
県
庁
及
び
魚
沼
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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